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株式会社小樽ベイシティ開発

住 所 〒047-0008
北海道小樽市築港11-5

電 話 0134-21-5555

法人紹介

2

■事業概要

開 業 1999年3月

・ウイングベイ小樽

敷地面積 81,500㎡

延床面積 340,000㎡

物販面積 98,000㎡

総店舗面積 135,000㎡

■ウイングベイ小樽の特徴
～国内でも類を見ない特徴～

・国内有数の面積規模

・海が望めるロケーション

・大型駐車場（約5,000台）

・JR小樽築港駅直結（快速エアポート停車）

・施設内の70％が全国チェーン大手

のテナントが入居(イオン、ニトリ、ビバホーム)

社会福祉法人 済生会支部

北 海 道 済 生 会

住 所 〒047-0008
北海道小樽市築港10-1

電 話 0134-21-2757

■事業概要

開 業 済生会1911年5月

北海道支部1924年7月

・小樽病院 378床(みどりの里120床）

済生会訪問看護ステーション併設

・重症心身障がい児(者)施設 みどりの里

・小樽老人保健施設 はまなす

・済生会ビレッジ

地域ケアセンター
小樽市南部地域包括支援センター

小樽市基幹相談支援センター

居宅介護支援事業所はまなす

相談支援事業所併設

ウエルネスリハデイサービスライヴリー

福祉センター

発達支援事業所きっずてらす

きっずてらすDuO

きっずてらすDive
就労支援B型事業所ぷりもぱっそ

小樽市地域共生コーディネーター

■北海道済生会の特徴

・全国最大の社会福祉法人グループ

・急性期～回復期までの一体的な医療提供

・医療・福祉・介護のトータルケアサービス

・社会保障制度で対応困難な課題解決事業
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概 要
小樽市は、北海道西海岸のほぼ中央、後志地方の東

側に位置し、札幌市など4市町村に接しています。
東西約36キロメートル、南北約20キロメートルで、

市街地の一方が日本海に面し、他の三方を山々に囲ま
れた坂の多いまちです。
海岸線は69キロメートルで、その中央には天然の良

港である小樽港があり、西側の勇壮な海岸は「ニセコ
積丹小樽海岸国定公園」に指定されています。
気候は北海道にあって寒暖の差が小さい海洋性であ

り、春は桜と新緑、名夏はゴルフやマリンレジャー、
秋は紅葉、冬はスキーと、四季を通じて豊かな自然を
満喫できます。

小樽市について

3

地域課題
小樽市は深刻な人口減少に直面しており、1964年の

およそ20万7,100人から2022年6月には11万人を割り込
み、約60年でほぼ半減しました。

2050年までに子供を産む中心世代である20歳から39

歳までの女性が半数以下になる「消滅可能性都市」の
一つともされています。この人口減少は、特に若年層
が札幌市などの近郊投都市へ流出していることが大き
な要因です。
北海道新幹線が札幌駅まで延伸すると見込まれる

2040年頃には、小樽市の人口は約72,000人にまで減少
し、老年人口が生産年連人口を上回ると予測されてい
ます。

社会構造の変化に対応したまちづくりが求められている

障害者や高齢者、引きこもりなどの人には、コミュ
ニケーションを図るのは難しくても、専門に特化した
仕事で力を発揮し、社会で活躍できる人がいます。
一人ひとりの違いを認め、「石垣」のように多様な

形、多様な生き方や環境で活躍できる社会が必要です。
ウエルネスタウン構想では、こうした社会を「小樽

石垣モデル」として全国に発信しています。
今では、全国の自治体や医療・福祉業界にとどまら

ず、様々な分野の関係者が視察に来られています。

小樽石垣モデル



北海道済生会創立100周年
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創立１００周年記念式典

2024年8月22日、北海道済生会創立100周年記念式
典をグランドパーク小樽で開催しました。小樽市内は
もとより、全国から多くの関係者にご出席いただき、
事業活動の節目を祝うとともに、次の100年も地域に
根差した社会福祉法人として、ソーシャルインクルー
ジョンの実現に向けて邁進することを誓っています。
塚本泰司会長は式辞で「多様な各自の専門性をつな

ぎ合わせ、100年後も地域に必要とされる存在であり
たい」と宣言。ご来賓の祝辞では、ウエルネスタウン
構築という先駆的取り組みへの期待が示されました。
式中では、櫛引久丸常務理事から「北海道済生会

100年の歴史と未来への歩み」と題して、これまでの
沿革を具体的に紹介し今後の展望についても述べさ
せて頂きました。

近藤真章支部長は謝辞で「ソーシャルインクルー
ジョンの新たな立場で将来をつないでいきたい」「地
域住民とのつながりを大事にして、次の100年を目指
してまいりたい」と決意を示しました。
引き続き開かれた祝賀会では、小樽病院の和田卓郎

病院長が「100年間守り続けてきたも
のは、断らない医療、患者と地域に
寄り添う医療の構築。それを発展さ
せ、進化させたものが現在のわれわ
れ済生会小樽病院の理念」と強調し
ました。
創立記念にあたり、記念誌「百年

の軌跡」を発行。制作は就労支援事
業所ぷりもぱっそが担当しました。



ウエルネスタウン構想 3つの取り組み
【ウエルネスの定義】

ウエルネスタウンを実現するにあたり、私たちが目
指す「ウエルネス」の定義づけを行いました。

「ウエルネスタウンの定義」

②環境的に健康で豊かな生活の提案

生活環境で最も重要な要素は、健康的な生活を持続
できる環境を整えることにあります。
健康が保障された環境は、人々の生活の質を高め、

経済的な生産性にも好影響を与えます。地域の自然環
境やグリーンインフラもまた、直接的、間接的に健康
を増進します。

〇生活利便性の向上
〇快適な就業・活動環境
〇自然との調和

生活環境や職場環境を健康的かつ持続的に保ち、自
然環境との調和を追求します。

③社会的に健康で豊かな生活の提案

他人や社会と良好な関係を築き、社会参加を通じて
自分の役割を果たし、生きがいを感じられる社会は、
私たちの幸福感や心理的な充足に強く影響を与えます。

〇地域コミュニティーに受け入れられる

〇自分の功績が評価され社会に影響を与えている

〇地域社会が安心・安全であると実感できる

多様な人々が、それぞれの違いを認め合い、互いに
補完し合う石垣構造のような社会、地域づくり「小樽
石垣モデル」を目指します。
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小樽ウエルネスタウン構想

病気にならない
病気の早期発見と悪化予防
ポジティブな感情

生活利便性向上
快適な就業・活動環境
自然との調和

社会的なつながり
活力のある地域
安心・安全な地域

➀身体的・精神的に健康で豊かな生活の提案

身体的・精神的に満たされた状態については、近年
「健康寿命」という言葉をよく聞くようになりました。
健康寿命とは、心身ともに自立し、健康的に生活でき
る期間のことです。この健康寿命を高めたり、健康を
維持するためには、個人の生活習慣の改善や、うれし
い、面白い、楽しい、感動したなどの前向きでプラス
の感情を持つことが必要です。

〇病気にならない
〇病気の早期発見と悪化防止
〇ポジティブな感情

医療・介護・福祉の充実は勿論のこと、病気の予防
や生きがいのある生活を提案します。



1．まちづくり活動の評価
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ふるさと企業大賞（総務大臣表彰）受賞

2024年12月

受賞式
小樽市（迫俊哉市長）の推薦を受け、一般社団法人

地域総合整備財団（ふるさと財団）が表彰する2024

（令和6年度）ふるさと企業大賞を受賞しました。
この賞は、ふるさと融資を活用し事業を積極的に展

開。地域の雇用を促進し経済を発展させるなど、地域
の振興に多大な貢献をした企業が表彰されます。
当会では、医療や福祉の分野で行政と連携し、隣接

する商業施設ウイングベイ小樽に済生会が運営するリ
ハビリ施設や相談支援センター、発達支援事業所、就
労支援事業所からなる済生会ビレッジを開設し、住民
がその地域で元気よく暮らし続けられるウエルネスタ
ウンづくりに貢献したことが評価されました。

患者・利用者へのサービス向上や地域貢献などの取
り組みを顕彰する「済生会令和賞」にみどりの里が選
ばれ、炭谷理事長から表彰状と記念の盾を拝受いたし
ました。
みどりの里では、入所者・ご家族職員で構成する共

創型のインクルーシブ劇団「劇団みどり」の活動を
行っておりますが、近年、約7,500人が集まる共生イベ
ントでも披露し、市民に感動を与えました。
地域において、社会参加が進まない障害児(者)への

活動支援が、重度心身障がい者支援施設の先駆的活動
として全国的にも評価され、済生会の知名度を向上さ
せることができました。

2025年２月

みどりの里が「済生会令和賞」受賞
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地域に密着した医療活動

２．「身体的・精神的」に健康で豊かな生活の提案

2024年5月

医療ツーリズム事業開始

今注目のMRIを使用した全身がん検査「DWIBS」を
開始し、市民の受診のほか、メディカルツーリズムに
も取り組んでいます。
「DWIBS」検査は、食事制限が無いなど身体への負担
が少なく、検査時間も40分程度で広い範囲の検査がで
きます。
医療ツーリズムでは、済生会小樽病院で検査後、小

樽・北後志の観光と食を楽しめるツアーを展開してい
ます。このツアーは大変好評で、年間約80名の外国人
旅行者が利用を予定しています。

2025年５月

地域共生健康セミナー

健康づくりに役立つ知識を地域に広めるため、済生
会小樽病院の医師が健康づくりに役立つテーマで、各
疾患の発症原因や症状、最近の治療法まで詳しく解説
しています。

テーマ 「意外と多い鼠径部ヘルニア」
「最近の認知症の診断や治療について」
「緩和ケアについて考えてみよう」
「過活動膀胱のお話」
「腰痛・足のしびれ～長く歩けていますか？」
「膝痛治療の新常識」

「大腸カメラのススメ」

2025(令和7) 52,000人がサービスを利用

地域ケアセンター

生活中心地に
事業所ごとアウトリーチ

発達支援事業所
きっずてらす・Duo/Dive

デジタルとアート

企業連携・生涯支援

ウエルネスリハデイ
ライヴリー

買物リハビリ

脳運動機能活性化理論

就労支援事業所
ぷりもぱっそ

社会貢献型ショップ

一般就労移行事業

ウエルネスチャレンジ

生活習慣改善プログラム

ウォーキング

済生会スクエア

新たな子供の居場所

共生型スポーツ・就労

フードバンク

物資支援の中核

自販機型フードバンク

地域共創

社会課題の解決

まちづくり



病診連携と介護予防活動の推進

2025年9月

在宅・緩和ケア専門診療所と連携

在宅医療を専門に手掛がける「かもめ訪問診療所」
がウイングベイ小樽に開設しました。
子高齢化が進むなか、高齢者の割合が増加し、訪問

診療の必要性が高まっています。さらに、内閣府の
「高齢者の健康に関する意識調査」によると、高齢者
の54.6％が自宅で最期を迎えたいと考えており、訪問
診療の需要は今後も増加する見込みです。
院長の今井貴史先生は、その人らしい人生を、最後

まで支え続ける」を診療所の理念に掲げ、他の医療機
関や訪問看護ステーション、在宅支援事業所の方々と
連携して24時間365日の体制で、患者さんとご家族を
支えたいとしています。

２．「身体的・精神的」に健康で豊かな生活の提案

2024年5月

介護予防教室「ひだまり」開催

市民50名が参加し、済生会小樽病院リハビリスタッ
フのサポートで介護予防教室を開催しました。
当日はフレイル予防についての講話の後に、スト

レッチ方法を体験して頂きました。椅子を使ってのス
トレッチは自宅でも気軽に行うことができますので、
毎日続けることで効果が得られやすくなります。
プログラムの最後は、ウイングベイウォーキング体

験でした。本コースは、天候の良し悪しに影響を受け
ずに有酸素運動を楽しめます。心地よいと感じた速さ
で歩けば、気分転換となり、ストレス解消になること
も感じて頂きました。８



地域活動支援

NPO法人ほほえみ小樽音楽療法研究会

本団体は、音楽の持つ力を利用して、心身機能の維
持改善を図り、社会復帰の援助や生活の質の向上を目
音楽療法を取り入れた活動を行っています。
済生会ビレッジでは月二回「ちょびっと介護予防
‼」～ほほえみ～を開催していますが、毎回約50名の
市民が参加し回を重ねるごとにその数は増加していま
す。
商業施設内で買い物帰りに気軽に立ち寄れること、

主催者のユーモアのある進行で、楽しく声を出しなが
ら運動できるプログラムは、心身ともにリフレッシュ
できると大変好評です。

２．「身体的・精神的」に健康で豊かな生活の提案

2024年9月

出張による町内会活動支援

当会では、市民の健康増進活動の一つとして、各地
域に出向いて地域活動を支援しています。
最近ではモルックで健康増進活動を行い、町民同士

をつなげ交流人口のを増すこと、楽しく地域を盛り上
げたいとの依頼が増えています。体験会後はサークル
活動して発展し、ウイングベイ小樽のスポーツスクエ
アで開催するモルック大会に出場するケースも見られ
ています。
このような活動が地域のつながりを再び強めるきっ

かけにもなっています。
９

新光地区で活動する「新光コスモス会」

活動写真



小樽市

運動習慣化促進活動

２．「身体的・精神的」に健康で豊かな生活の提案

ウオーキング

2025年4月

ウイングベイウォーキングを充実

市民の健康づくりを後押しすることを目的に、ウイ
ングベイ小樽内にウォーキングコースを設置していま
す。本コースの特徴はご自身の体力に合わせてウォー
キングを楽しめるよう、済生会小樽病院の理学療法士
が監修し、ＡＢＣの３コースを設定、コース内には効
果的なウオーキング方法も掲示しています。
また、Lineアプリ等を活用したポイントシステムを

充実させ、本コースの活用やイベント参加によりポイ
ントをためることができ、ポイントは景品と交換でき
るようにしました。

・ウイングベイウォーキングコースの利用

・済生会が主催するイベント参加

・済生会事業に係るボランティア 等

ポイント付与の対象
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小樽市
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がん検診受診率向上に向けた取り組み

２．「身体的・精神的」に健康で豊かな生活の提案

小樽市がん検診

【出典】R3年度小樽市民アンケート

健康アプリ「ウエルネス知恵袋」

健康に憶病な小樽市民の味方「ウエルネス知恵袋」
の健康取り組みのヒントとなるメッセージの発信やポ
イント制度を活用し、がん検診受診率向上のための行
動変容アプローチを実施しています。
アプリキャラクターのウイングベイベーは、LINE公

式アカウント『ウエルネス知恵袋』で様々な技を展開
し、市民が健康になるための”め・ざ・め“にナビゲー
トします。登録者が増加中です。

小樽市×北海道済生会×ウイングベイ小樽市

2025年4月

小樽市がん検診

小樽市は、がんによる死亡が全国・全道と比べて多
い一方、がん検診の受診率が全国・全道と比べて極め
て低い状況です。小樽市ではこの状況の改善を目指し、
2024年度から小樽市健康増進・自殺対策計画をスター
トさせ、令和10年度に小樽市民のがん検診受診率を肺
がんで60％、胃がん・大腸がん・子宮頸がん・乳がん
で40％に向上させる目標値を設定しています。
市が実施するがん検診を受けた方に「健康ポイン

ト」を付与する新たな事業が始まりました。この事業
は、小樽市・北海道済生会・ウイングベイ小樽が連携
した取り組みで、ウイングベイ小樽内に指定された
コースを歩くことでポイントが付与される「ウイング
ベイウォーキングの枠組みに加えました。たまったポ
イントは、各種特典を受け取ることができます。

2023年度小樽市がん検診受診率(%)



2024年12月

官民共創によるウエルネスタウン構築へ

小樽市は、保健所と子ども家庭課を、ウエルネスタ
ウンの中核施設ウインベイ小樽に移転し業務をはじめ
ました。ウイングベイ小樽は、JR築港駅と連絡通路で
繋がり、複数のバス路線の停留所となっているほか、
立体や地下など十分な収容台数の駐車場を備えており、
市民の利便性向上につながります。

2025年4月には、総合福祉センターと勤労女性セン
ター、社会福祉協議会なども移転し、当会事業との連
携も始まっています。
市民サービスの充実が図られ、ウエルネスタウン構

築に向けた環境整備が一層加速しています。

小樽市保健所や子ども家庭課などがウイングべ小樽に移転

小樽市から基幹相談支援センター業務を受託しまし
た。当センターは、障害福祉分野において地域の相談
支援の中核的な役割を担う相談機関で、多種多様な障
害特性や生活ニーズに対応し、困りごとや“生きづら
さ”を抱える障害者などがどのような相談もできる窓口
です。
障害・福祉ニーズは年々多様化・増大化しており、

様々な困りごとに対応するための自立支援・相談支援
の強化に取り組む必要があります。
相談支援事業所や地域包括支援センター、さらには

地域の病院や学校などと連携をとりながら、その地域
に住む障がい者の方々のサポートを行なっていきます。

2025年4月

小樽市基幹相談支援センター業務受託

小樽市では、ウエルネスタウン構想と連動した新規
事業の開拓や連携事業の庁内調整役として担当主査を
配置いたしました。
民間企業との連携・協

働による事業展開を進め、
より行政機能の価値を高
めたることをめざすとし
ています。

2025年4月

ウエルネスタウン構想連携担当主査配置
（小樽市福祉総務グループ）

小樽市では、人口減少に対応したコンパクトなまち
づくりの指針となる「小樽市立地適正化計画」をまと
めました。
小樽築港エリアは、小樽駅周辺等とともに、市民の

移住・定住を将来にわたって促す居住推奨エリアの
「都市型居住推奨区域」に指定され、医療・福祉・子
育て支援・商業施設などの都市機能を、誘導し集約す
ることにより、居住者等へこれらの各種サービスの効
率的な提供を図る区域とされ定められました。

2025年7月

立地適正化計画「居住推奨エリア」に

３．「環境的」に健康で豊かな生活の提案

12
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発達支援事業所きっずてらす

2023年8月 小樽フォント
プロジェクト

きっずてらすに通う子供たちが描いた文字や絵を基
本に、企業などのデザイン素材として使いやすくした
「小樽フォント」が注目を集めています。
企業や法人が使用料を払って利用し、スマホケース

やTシャツ、名刺のデザインとして販売しています。
子どもたちにとって、自分の作品が社会で使われる

体験ができとても励みになっており、子どものやる気
と力の醸成に繋がっています。

発達支援事業所で描いた絵や文字をデザイン素材に

小樽市迫市長に活動報告

済生会職員手帳の表紙デザイン
に採用

ウイングベイ小樽の施設サインに採用

３．「環境的」に健康で豊かな生活の提案



ソーシャルファーム（一般就労事業）事業

14 

2024年９月ソーシャルファーム
「ワークスクエア」事業開始

ソーシャルファームを実現する活動を行う「ワーク
スクエア」をウイングベイ小樽2番街2階に新設しまし
た。
ソーシャルファームとは、障がい者や引きこもりの

若者など、就労困難者の雇用を目的とした社会的企業
のことで、要支援者を一般雇用しながら、社会的使命
と経済活動の両立を図る企業のことで、事業的に難易
度が高いと言われています。
市民の相談に応じての受入れや、就労継続支援B型

事業所ぷりもぱっそと連携して、利用者の一般就労移
行に向けた作業も開拓し、馴染みのある職場で、安心
して自立に向けた就労が可能なモデルを構築していま
す。また、発達支援事業所に通うお子さん等の成人期
における就労課題にも対応いたします。

現在、ワークスクエアでは、印刷費事業を立ち上げ
市民や企業からチラシや名刺、冊子の製本印刷を請け
をっているほか、地元企業と連携した「小樽水族缶」
など、小樽の魅力発信と小樽の「推し活」につながる
ようなインクルーシブ商品の開発・製造・販売を行っ
ております。

名刺印刷作業しゃしん

３．「環境的」に健康で豊かな生活の提案

慣れた環境で、伸びのびと育ち学び、
働き、自立できる環境づくり

課題
障害者雇用・一般就労への移行支援

・発達支援が必要な子供たちに早い段階か
ら自立に向けた支援

・成人サービスへの移行時の不安解消と個
人の特性を理解した支援

・一般就労に向け、企業と支援事業所との
密な連携

・支援事業所から企業での一般就労移行の
際の不安 解消
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３．「環境的」に健康で豊かな生活の提案

ぷりもぱっそ

日本財団

病院と就労支援事業所が連携し新たな就労支援モデルを形成

就労継続支援B型事業祖ぷりもぱっそ

202５年３月 環境改善で事業拡大

公益財団法人日本財団から支援を頂き、済生会小樽
病院に併設するぷりもぱっそのクリーニング業務を拡
大するための整備を行いました。
これまで外部に委託していた職員ユニフォームのク

リーニング業務を法人内で行う「内製化」をし、一般
就労の雇用機会の創出と工賃の引き上げを目指してい
ます。
また、年中無休で稼働する病院事業に関連する業務

を請け負うことで、利用者にとって高賃金で継続的に
働ける環境づくりが進んでいます。

就労継続支援B型事業祖ぷりもぱっそ

202５年３月 病院で特設店舗開設

ぷりもぱっそでは、済生会小樽病院内に食料品等を
販売する特設店舗を開設しました。
病院に通院する患者さんは高齢者が多く、荷物をもっ

て歩くのが困難、免許返納で移動ができないなど、買物
弱者と言われる方々も多く来院されます。
通院のついで、ご家族やヘルパーさんなどの付き添

い者と一緒にお買い物ができる環境を整えました。
特設販売所は大変好評のため、営業日を増やして運営

しています。



３．「環境的」に健康で豊かな生活の提案

農園

農園でまちづくり 参加型農園から広がる住民の輪

2023年6月

クラウドファンディング報告➊
2023年から小樽市塩谷・桃内地区や小樽築港地区に

ある済生会施設の敷地内計4か所に、住民参加型農園
「済生会ファーム」を開設しました。
生産した作物を地域で販売することで、住民のやり

がいや住民同士のコミュニケーションを創出したり、
就労支援事業所による加工や販売で、インクルーシブ
な農園の運営にもつなげています。
農園の維持管理費用や、商業施設内で生産物を加工

を行う整備費などを募るため、2023年6月にクラウド
クラウドファンディングにも挑戦。約300人の方々か
ら1,324万4,420円のご支援を頂きました。

塩谷地区にある老健はななすでは敷地内で農園の開
墾・栽培作業を開始。慣れない作業に手こずりながらも
職員が少しづつ開墾していきました。
農園の名称を募集し、空に向かって作物が元気に種か

ら成長するようにとの思いと音階になぞら
れて「そらしーど」と名付けられました。

4つの農園ともに活動が活発化しています。スイカ・
ブルーベリー・カボチャ・枝豆・キュウリ・ジャガイ
モなどに挑戦し収穫に成功しています。発達支援事業
所きっずてらすの保育園留学を利用する全国から来た
子供たちも採れたて野菜美味しそうに頬張り、食育体
験満喫していました。

16 
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３．「環境的」に健康で豊かな生活の提案

農園

農園でまちづくり 参加型農園から広がる住民の輪

2023年8月

クラウドファンディング報告➋
ウイングベイ小樽5番街1階済生会ビレッジに、

「社会貢献型店舗ぷりもShop」を開設しました。
この店舗は、就労支援事業所ぷりもぱっそが運営し、

障がい者の就労と自立に役立てられています。
済生会農園「そらしー

ど」で収穫した作物や他
の支援プログラムで制作
した作品、PRIMO Cook 

Room」で製造したお菓子
の販売も行っています。

済生会ビレッジに隣接する厨房を改修し、
「PRIMO Cook Room」を開設しました。
済生会ファームで収穫した作物を使い、オリジナル

のお菓子、ジェラート、スープなどを製造しています。
また料理教室や親子

体験会、地域食堂にも
活用されているほか、
フードバンクの倉庫と
しても併用し地域活動
の拠点となっています。

フランスのトップパティ
シエ グレゴリー氏に
よるお菓子作り教室

オリジナルサブレ
とジェラート



３．「環境的」に健康で豊かな生活の提案

信号機

施設間往来の安全性向上と新たな機能

2025年12月

信号機及び横断歩道設置
ウエルネスタウン構想の推進により、増加している

済生会小樽病院とウイングベイ小樽を往来する利用者
の安全性と利便性を高めることが喫緊の課題となって
いましたが、 2020年小樽市議会に陳情した済生会小
樽病院とウイングベイ小樽をつなぐ信号機付横断歩道
が開通しました。
この間、みどりの里では入所者が交通安全週間活動

に参加、斜め横断などの多い危険個所で交通安全意識
の啓発活動も行ってきました。
中央分離帯の整備や視覚障害者誘導用ブロックの移

設も行われ、施設間を往来する市民の安全環境が整え
られました。

点字ブロック等

2025年12月

おやこの集いの場オープン
小樽市が市内で運営する4か所目の地域子育て支援

センター「おやこの集いの場」がウイングベイ小樽に
オープンしました。
集いの場は、「冬季も利用しやすいあそび場を」と

の市民の声を受け、市が商業施設内で初めて開設。未
就学児と保護者が対象で土日祝日も開設します。
海、坂、山や歴史的な街並みなど、小樽らしい雰囲

気を醸す施設で、遊具などを配置した6つのコーナー
では子供の成長も感じ取れる内容になっています。

18 



2024年9月

「済生会スクエア」開設

ウイングベイ小樽に、公益財団法人日本財団から支
援を頂き、「済生会スクエア」を開設しました。
済生会スクエアは、「スポーツスクエア」と「ワー

クスクエア」「コミュニティスクエア」の三つのエリ
アで構成されています。スポーツスクエアには、モ
ルックやボッチャといった誰もが楽しめるユニバーサ
ルスポーツの会場を整備。ワークスクエアには、就労
支援の場として多様な就労の形を支援しています。コ
ミュニティスクエアは、学生から高齢者まで幅広い世
代の交流の場となっています。また、救急カートを設
置するなどし、医療必要度の高い障がい者も安心して
利用することが可能です。

多様な人々の交流の場を設置

19
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ワークスクエア

スポーツスクエア

ワークスクエア コミュニティスクエア



３．「環境的」に健康で豊かな生活の提案

共生フェス

小樽のすこやかな暮らしと未来づくりイベント

202５年９月 小樽くらいしたい
共生フェス2025

ウイングベイ小樽で「小樽くらしたい共生フェス
2025」を開催しました。地元の住民をはじめに内外か
ら約7,500人が参加しました。
このイベントは、年齢や性別、国籍、障がいの有無

などを問わずに誰もが暮らしたいまちづくりについて
考えることを目的に開催しています。
全国の企業や学生も参加し、小樽の未来につながる

アイディアの発表もあり、「暮らしたい小樽」への
ネットワーク形成にもつながっています。

20 

市長乾杯

小樽市長の音頭で来場者とともに健康飲料で乾杯タイム

みどりの里入所者からウエルカムドリンクサービス
全国のワカモノによる未来共創ドラフト会議
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小樽水族缶

地元企業とのコラボレーションでインクルージョン商品を販売

202５年４月 新たなお土産品
「おたる水族缶」開発

地元企業の小樽水族館と北海製罐に呼びかけ、地域
活性とインクルージョンを目的とした、新たなお土産
品を開発しました。
これは水族館の獣医が粘土で原型を作成し、済生会

でデータ化、３Dプリンターでフィギュアとして出力
し北海製罐の缶に入れた商品で、「おたる水族缶」と
名付けられました。
商品の製造作業は、就労継続支援事業所の利用者が

担当し、売り上げ収益は障がい者や水族館の生き物な
どの福祉に還元されます。

４．「社会的」に健康で豊かな生活の提案

水族館人たち写真

「北海道お土産グランプリNorth Wave Selection2025-2026」
で金賞を受賞



フルースクールを実証開設

202５年5月 フリースクール開設
近年、さまざまな理由で学校へかよえなくなる子供

たちが増えています。学校へ通えなくなり、日中の居
場所や学習機会が失われている子供たちをサポートす
るのがフリースクールです。
こどもの不登校は1990年から増え始め、現在では全

国で小学生・中学生を合わせて24万人以上の子どもた
ちが学校に通えなくなっているという調査結果（文部
科学省「不登校に関する基礎調査」）が出ています。
また小樽市教育委員会によると、心理的な要因などで
年間に30日以上欠席した市内の不登校の奨学生は、
2017年度以降100人台で推移し、2023年度には258人

台に達しています。
こうした状況を受け、当会では、入会金や授業料

を無料とし、ウイングベイ小樽の「済生会スクエ
ア」に試行的にスクールを開設しました。
スタッフには、元高校教諭で引きこもり学生への

教育の経験もある職員を採用、社会福祉士やインク
ルージョン推進スタッフがチームで支援しています。
授業内容は、子どもの希望や理解度にあわせて検

討し、病院見学や調理体験も行っています。
来年度には、本格的に稼働し、施設整備も行う予

定です。

22 

４．「社会的」に健康で豊かな生活の提案



JKA

商業施設を活用した子どもの居場所づくり×
子育て期の就労等サポート機能強化による実証研究

2024年6月 モルックの地域定着

2024年度開設した済生会スクエア（スポーツスクエ
ア・ワークスエアでの指導者育成と利用促進を目的に
体験会などを実施しました。
その結果、体験会に参加した高齢者がその後開催し

たイベント等にボランティアや講師として参加したり、
大学生がチームを結成し独自に大会を企画・運営する
などの動きがみられました。
またモルックを体験した高齢者がほかの高齢者と一

緒にモルック場を訪れ、やり方を教えるなど、イベン
トなどに頼らない自発的な動きも出ていることから、
地域住民型の活動として発展していることがうかがえ
ます。

2024年12月 デジタル系ものづくり

2023年から実施してきたデジタル系ものづくり講座
をデジタル合成、動画編集、3Dプリンタ活用など段階
的に行ってきました。
講座のすべてに参加した参加者もおり、講座に対す

る評価も高かったことから、学んだ内容を発展させて
いくようなプログラム構成が利用促進につながったも
のと考えています。
また、各講座とも子どもから大人まで参加できるよ

うにしたことで、子どもが大人に教えるといった場面
や参加者同士が教え合うような場面が多く見られ、講
座そのものが指導者育成の役割も担っています。

2024年12月 託児所付きワーキングス
ペースの可能性

子育て期の女性等を対象としたアンケート調査から、
託児所付きワーキングスペースに対する利用意向や隙
間時間を活用してちょっとした仕事ができる仕組みに
対する関心が高いことがわかりました。託児のニーズ
と短時間での就労ニーズが同時存在しており、託児付
きワーキングスペースがこれらのニーズに応えられる
可能性が考えられます。
一方、ウイングベイ小樽内のテナントへのアンケー

ト調査によるヘルプスタッフにお願いしたい業務内容
を見ると、専門的スキルを必要としない業務が中心で
あり、短時間でも取り組みやすい内容でした。

23

４．「社会的」に健康で豊かな生活の提案



４．「社会的」に健康で豊かな生活の提案

小玉さん

地域外活動

重症心身障害児（者）施設みどりの里

202５年４月 デジリハ活用支援で
インドに職員派遣

インドの特別支援学校でデジリハの導入が始まてい
ることから、現地の先生方を支援するため、株式会社
デジリハに同行してデリー・ブネ・バンガローに小玉
武志作業療法士を派遣しました。
デジリハは各種センサーを用いたアプリケーション

を提供するサービスで、障害の有無にかかわらず子ど
もが楽しめるツールです。
インドの特別支援学校の先生方は「ツールを使いこ

なしたい」という熱気にあふれ、積極的に課題を共有
してくれました。

24 

202５年11月 全国済生会施設との連携

おたる水族館の生き物たちのフィギュアに色を塗っ
て自分だけの缶詰づくりができる「おたる水族缶クラ
フト版」が、岩手県北上市や富山県高岡市、神奈川県
横浜市、広島県呉市にある済生会病院のイベントブー
スに採用されました。
このクラフト版フィギュアの製作にあたっては、障

がい者等が関わり、障がい者の社会進出や自立支援に
つながっています。
全国各地の済生会病院が連携して、病院のイベント

を通じてソーシャルインクルージョンの根付いた社会
の実現に取り組んでいます。



フードバンク・地域食堂事業

2024年5月

フードバンク用自動販売機設置

生活困窮者の食品アクセスの確保に向け取り組んで
いる、フードバンク事業が着実に成果を上げています。
年中無休の商業施設ウイングベイ小樽の済生会ビ

レッジに「フードバンク用自販機」を設置しました。
市役所や地域包括支援センターで配布する専用コイ

ン１枚で食品１個と交換できる仕組みで、市内の農家
やイオン北海道小樽店などから提供があった米やイン
スタント食品などを取り扱っています。
また、フードバンク用以外の商品も現金で販売し、

収益金を就労支援事業所の運営に充てています。

2025年7月

恕（思いやり）カフェ

小樽市社会福祉協議会と共催し、市民誰もが参加で
きる、多世代交流を目的としたカフェを開催していま
す。夏休みには最年
少ボランティアも参
加し、可愛い笑顔で、
運営メンバーとして
活躍しています。
このカフェは、多

世代コミュニティー
を形成し、地域活性
化の役割を担ってい
ます。

４．「社会的」に健康で豊かな生活の提案
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フードドライブ協力事業者様

北海道イオン小樽店のフードドライブコーナー



ダブルケアなど、市民が抱える課題は多様化、複雑
化しています。
アプリには各種制度のほか、市の独自事業も取り込

んでおり、市民は時間を問わず情報を入手でき、専門
職は相談支援の効率化を図りながらより的確に支援で
きるようになります。
このアプリ開発は、公益財団法人日本財団（東京）

の助成金を活用しています。全国に先駆けた取り組み
としてご支援いただきました。

26

福祉や介護、子育てなどの制度に関する相談につい
て、困り事を入力すると人工知能（AI）が自動で応答
する「チャットボット」を開発しました。市民や地域
包括支援センターなどで相談支援に携わる専門職や市
民がウェブ上で使うことができ、利用可能な制度や事
業を知ることができます。
国の社会保障制度は生活保護や介護保険、障害者福

祉など400以上の分野にわたるため、市民が必要な制
度を把握するのはとても難しく、専門職でも経験の差
などによって対応に時間がかかる場合があります。
また、80代の親とひきこもりの50代の子どもが孤立

や生活困窮に陥る「8050問題」、育児と介護を担う

小樽支援コンシェルジュ「まるっと」

４．「社会的」に健康で豊かな生活の提案

最先端技術を活用した相談支援アプリの開発

市民・相談専門職への説明会

短文やキーワードを交えて
会話形式で質問するか、知り
たい項目を選択すると、制度
の概要や各種サービス事業所
の一覧、市の窓口やウエッブ
サイトのリンクなどが示され
ます。
誤情報防止のため、必要な

情報をAIが独自に構築したデ
ータベースから入手する仕組
みとなっています。



小樽市

多文化共生の推進

2024年9月

学校法人北斗文化学園との連携活動

北海道室蘭市に拠点を置き、福祉人材の育成や調理
師育成、外国人人材の育成を主に事業する学校法人北
斗文化学園と、医療・福祉
に係る専門職の人材育成や
地域共生社会の実現に向け
た包括連携協定事業に取り
組んでいます。
小樽くらしたい共生フェ

スでは、外国人留学生が民
族舞踊を披露するなど、市
民との交流を深めました。

2023年９月

みどりの里福祉観光動画

北斗文化学園

観光のまち小樽市の観光入込み客数は、年間約800

万人となります。令和7年度の上期では8年ぶりに
400万人を突破し、大阪・関西万博などにより、西日
本エリアへの注目が高まる中でも、堅調に推移してい
ます。
みどりの里では、だれもが気兼ねなく旅行に参加で

きるユニバーサルツーリズムの普及・促進を図るため、
小樽の観光施設や旅行で利用する駅や商業施設の魅力
とともに、車いす利用の情報を発信しています。
観光地におけるユニバーサルツーリズムを促進は、

大きな集客が見込めるだけではなく、地域経済効果も
期待できます。

27

ウイングベイ

４．「社会的」に健康で豊かな生活の提案

おたる天狗山

おたる水族館

小樽の玄関口JR3駅

ウイングベイ小樽



ウエルネスタウン構想では、ウイングベイ小樽の防
災拠点化も目指しています。2018年に発生した胆振東
部地震では、小樽市の要請を受け、8千平方メートル
の観光客用避難所を設けました。
今後起こり得る大規模災害発生時には、被災者を収

容し、併設するエネルギーセンターを稼働させた電力
供給、全国済生会グループ等から派遣される医療チー
ム(DMAT)や介護チーム(DCAT)の待機・活動の場とし
ても機能させることが可能です。

防災・災害時対策

2025年7月防災ラボ2025開催

28

小樽市との「地域共生社会実現に向けた包括連携協
定」に係る事業として、地域防災イベントを開催しま
した。
昨年より規模を拡大し、小樽市消防署、自衛隊、小

樽警察署や民間の緊急・災害支援車両の展示や試乗、
海上保安部や小樽開発建設部による災害対応に関する
パネルや機材の展示、小樽消防署により災害救護のデ
モンストレーションなどが行われました。
本年で3回目のイベントですが、子ども達や市民に

大好評のイベントに成長しています。
市民の防災リテラシーを高め、有事の際の安全避難

を高める活動を継続していきます。

４．「社会的」に健康で豊かな生活の提案



５．報道等

2023年11月29日 日本総研フォーラムweb3で実装する！発達障害と拓くありたい未来 櫛引久丸

2024年03月11日 地域共生マルシェで考える 市内外団体が「みらい祭り」

2024年03月12日 お年寄りって階段大変 塩谷小児童が疑似体験

2024年08月09日 「軽井沢ラジオ大学」サスティナブル社会やインクルーシブ社会の実現

2024年09月17日 HOKPITAL 地域とともに人口減少時代に立ち向かう！ 病院基点の北のまち

づくり

2024年09月20日 慢性期.com 北海道済生会が行なう小樽ウエルネスタウン構想

2024年09月20日 北海道新聞 小樽から初 北海道済生会にふるさと企業大賞 福祉、医療で

貢献

2024年10月04日 誰もが活躍「小樽モデル」を発信 北海道済生会常務理事 櫛引久丸さん

2024年12月18日 小樽ジャーナル 北海道済生会 小樽初ふるさと企業大賞受賞

2024年12月23日 「小樽フォント」子どもの励みに 収益でアイスのご褒美

2024年12月24日 北海道新聞 小樽フォント子供の力に

2024年12月27日 北海道新聞 「中身は海の仲間～おたる水族缶～」発売

2025年01月07日 北海道新聞 ウイングベイ小樽運営OBCの内藤社長に聞く ウエルネスタウン

実現に力

2025年01月07日 北海道新聞 ヘルニアを解説 済生会小樽病院が健康セミナー

2025年01月07日 北海道新聞 おたる水族缶を企画した 土谷浩大さん

2025年01月07日 北海道新聞 モルック屋内協議場が人気 ウイングベイ小樽に開設1年

2025年01月27日 読売新聞 「フィギュアで小樽水族缶」

2025年01月28日 HBCラジオ「アフタービート」おたる水族缶紹介

2025年02月05日 HBCテレビ「今日ドキッ！」おたる水族缶紹介

2025年02月05日 北海道新聞 ウイングベイ小樽に子育て支援センター 商業施設は初

2025年03月01日 病院マーケティング新時代 病院がショッピングモールで事業を展開～北海

道済生会小樽病院の挑戦～

2025年12月02日 小樽ジャーナル 小樽で楽しく学ぶ防災の力 北海道済生会

2025年07月29日 北海道新聞 済生会小樽病院前に横断歩道設置へ 市道築港海岸通り線に

2025年07月29日 北海道新聞 「おたる水族缶」金賞受賞

2025年09月04日 北海道新聞 「共生」テーマに7日フェス ウイングベイ小樽で

2025年09月08日 北海道新聞 年齢や障害不問 共生社会理解を 認知症「体験」も

2025年09月10日 小樽ジャーナル 北後志地区郵便局長婦人の会 済生会フードバンクへ寄贈

2025年09月12日 北海道新聞 ウイングベイ 夏の集客好調

2025年09月12日 北海道新聞 Tシャツに小樽フォント モチベーション↑介護予防サポーター

2025年10月16日 北海道新聞 ３Dプリンターの基本操作学ぼう 25日子ども向け講座

2025年11月05日 北海道新聞 ３Dプリンター楽しい 小樽で講座 親子でおもちゃづくり

2025年11月20日 北海道新聞 済生会フリースクール開設半年 元教師が小中学生の教科指導

「不安抱える子どもの応援団に」

2025年12月01日 北海道新聞 Xマスツリー 子どもたち独創的に飾る 小樽で点灯式

2025年12月02日 小樽ジャーナル ウイングベイ小樽でクリスマスツリー点灯式

2025年12月26日 北海道新聞 AIに相談 小樽の済生会がアプリ開発27日から運用開始

29

（2023年11月1日～2025年12月31日までの期間）



６．支援団体・企業・個人の皆様

その他 企業・個人様（匿名ご希望）
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